






























限J~J型 (LD) で， 22例が進展型 (ED)であったの
「結果!
LD15骨1)中，著効 (CR)は2例 (13%)であり.12例 (80%)が有効 (PR)であった。 ED21例中， CR 
はなく.PRは15Wrj(71%)であり，全体としての奏効半は81%で、あった。生存期間中央値lよしDでlS_1か月，





















投与におけるETPの最大耐用量は50mg/m~の21 1:J聞の校勺・である。またCBDCA と ETPω併用は動物にお
ける腫場モデルにおいて相乗効果を示している。
以 kの宇R乙-をふまえて，高齢者小細胞附i癌に対し，個体売を考慮して治躍できるレジメンを考案し，そ
の効果と毒性を検討したc 対象は前治療のない70歳以仁の高齢者小細胞肺隔で， レジメンは， Egorinらの
式を同いて使同量を決定したCsDCAと14円聞の経UJ;TPを使用した併用化学療辻ーである。 ETPは単剤に
おける最大耐用量の53%となる40mg/m1の 1t:I 1恒1tH:!聞の投守法を選択し. Day 1より投与した。
CBDCAU，-f想血小板最低値を75，000/μ!として汁算し併用化学療法であることから.計算された量の80
%を使間し犬・。 38~rJが登録され治療が行われた。年齢巾央値~j78歳であり， 1G似lは限日明 CLD)で. 22例
が進展型 mD) であった。 LDJ5例中，宥妙~ CCR)は2例(13%)であり， 12例 (80%)が有効 (PR)
であった。 ED21例中， cnはなく， PRは15例 (71%)であり，全体としての奏効率は81%であった。生存
期間中央値はしりで15.1か月， I'~Dで8，(jかJlであった。 1 年牛.存率はしりで51 ，2%， EDで~H.8%. 全体で15%
であったυGl'ade3ないし 4の血小J反減少は53%に，白巾球減少は50%に認められたの血小板最低値の巾
央値は日8，000/μlであったっ
高齢者に対する木試験における治操成績は7fJ最未満で行われている他の多くの臨床試験の治療成績と比
較して劣るものではなかった。 憎加のーー途をたどる高齢者品M'守iに対する標準的治療の確立は重要な検討課
題であり，この併用化学検法レジメンは高齢者小細胞肺福治療において非常に有効な手段となると考えら
れる。よって，本研究者は，博士(医学)の学快を授与されるに値するものと認められたの
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